
 

源
氏
物
語
香
図
引
歌
に
添
え
ら
れ
た
絵
の
図
様
は
、
場
面
絵
と
趣
意
絵
と
二
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
場

面
絵
は
、
物
語
の
場
面
を
具
体
的
に
描
い
た
も
の
で
す
。
桐
壺
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、
桐
壺
帝
と
誕
生
し
た
ば

か
り
の
光
源
氏
が
対
面
し
て
い
る
図
（
『
秀
玉
百
人
一
首
小
倉
栞
』<

15>
 

『源
氏
物
語
絵
尽
』<
16>

 

『
源
氏

物
語
絵
尽
大
意
抄(

源
氏
物
語
絵
抄)

』<

17>
 

『
源
氏
百
人
一
首
』<

18>
 

『
女
訓
百
人
一
首
教
鑑
』<

21>

）
、

高
麗
の
相
人
が
光
源
氏
の
観
相
を
し
て
い
る
図
（
『
群
花
百
人
一
首
和
歌
薗
』<

19>
 

『
女
教
小
倉
色
紙
』<

20>
 

『
美
玉
百
人
一
首
』<

22>

。
以
下
は
絵
の
み
、
『
女
万
歳
宝
文
庫
』<

23>
 

『
女
文
選
料
紙
箱
』<

24>
 

『倭
百
人
一
首
玉
柏
』<

25>

）、
光
源
氏
の
元
服
の
折
の
図
（
絵
の
み
『女
遊
学
操
鑑
』<

26>
 

『
女
大
学
宝
箱
』

<

27>

）
の
三
つ
に
本
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
目
立
つ
の
は
、
高
麗
の
相
人
が
観
相
す
る
場
所

が
、
鴻
臚
館
で
は
な
く
、
桐
壺
殿
舎
で
帝
に
謁
見
し
て
い
る
絵
柄
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
す
。
場

面
絵
の
絵
柄
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
冊
子
風
の
表
紙
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
も

の
も
あ
り
ま
す(

『女
教
小
倉
色
紙
』<

20>
)

。 

 

趣
意
絵
は
、
巻
名
や
巻
の
内
容
に
ち
な
む
図
様
の
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
桐
壺
巻
な

ら
ば
、
桐
の
木
や
枝
、
桐
壺
の
殿
舎
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
『
百
人
一
首
女
訓
抄
』<

28>
 

『
源
氏
百
人

一
首
』<

29>
 

『
百
人
一
首
〔仮
称
〕』<

30>

『
女
万
葉
若
緑
』<

32>
 

『
女
訓
宝
文
庫
』<

33>
 

『
今
様
百
人
一

首
吾
妻
錦
』<

35>
 

『
女
要
文
章
宝
鑑
』<

36>
 

『
万
宝
百
人
一
首
小
倉
錦
』<

37>
 

『
百
人
一
首
吾
妻
錦
』<

38>

な
ど
）
。
中
に
は
、
色
刷
の
も
の
（
『
春
玉
百
人
一
首
姫
文
庫
』<

31>

）
、
精
緻
な
情
景
描
写
の
も
の
（
『
倭

百
人
一
首
小
倉
錦
』<

39>

）
、
「
源
氏
香
図
」
が
白
抜
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
（
『
司
百
人
蜀
江
錦
』<

34>

）
な

ど
も
あ
り
ま
す
。 

Ⅱ. 
源
氏
物
語
香
図
引
歌
と
場
面
絵
・趣
意
絵 

＊ 
<
>

内
の
数
字
は
資
料
番
号 

 
 

 

『
源
氏
物
語
』
関
連
の
庶
民
資
料
の
代
表
的
な
も
の
に
、
源
氏
物
語
香
図
引
歌
（
源
氏
五
十
四
帖
引
歌
香

図
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
に
つ
い
て
、
「
引
歌
」
と
い
わ
れ

る
代
表
的
な
場
面
や
巻
名
に
ち
な
む
和
歌
を
一
首
ず
つ
取
り
出
し
て
記
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
絵
を
添
え
、

源
氏
香
文
様
を
付
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
『
小
松
百
人
一
首
小
倉
文
庫
』<

40>

の
よ
う
に
、
引
歌
と
源

氏
香
文
様
の
み
で
絵
の
な
い
も
の
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。 

源
氏
香
文
様
は
、
香
道
の
源
氏
香
と
呼
ば
れ
る
組
香
に
基
づ
く
文
様
で
す
。
源
氏
香
は
、
五
種
の
香
料
を

そ
れ
ぞ
れ
五
包
ず
つ
、
合
わ
せ
て
二
五
包
を
用
意
し
、
そ
の
中
か
ら
任
意
に
五
包
を
取
り
出
し
て
順
次
焚

き
、
そ
の
香
料
名
を
か
ぎ
当
て
る
遊
戯
で
す
。
源
氏
香
の
香
料
の
組
合
せ
は
、
五
二
通
り
に
な
り
ま
す
。
源

氏
香
文
様
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
香
料
の
組
合
せ
を
五
本
の
棒
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
形
の
文
様
で
示
し
、
桐
壺

と
夢
浮
橋
の
両
巻
を
除
く
、
『
源
氏
物
語
』の
巻
名
に
当
て
は
め
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。
源
氏
香
文
様
を
描
い

た
源
氏
香
図
が
成
立
し
た
の
は
、
近
世
中
期
の
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
五
）
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
時
期
が
下
が
っ
て
源
氏
香
文
様
の
由
来
が
不
明
確
に
な
る
と
、
桐
壺
と
夢
浮
橋
の
両
巻
に

文
様
が
な
い
の
を
不
審
に
思
っ
て
、
あ
え
て
文
様
を
書
き
加
え
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 

（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授 

小
町
谷
照
彦
） 


